




節句の時期になると茶・白・桃・緑などの、上新粉を使った色とりどりの餅菓子を見か

けるようになります。これは「しょうゆもち」と呼ばれ、3月の節句に殿様が家臣に配り子

孫繁栄を祝ったのが始まりといわれています。松山地域に広めたのは、松山藩松平家初

代藩主、松平定行（さだゆき）と伝えられている郷土料理です。

しょうゆ味の茶色だけでなく、白、緑、黄色など色や味、形もさまざまあります。

しかし、最近では家庭で作られることが少なくなり、作り方だけでなく、食べたことが

ないといった声も聞かれます。昔から受け継がれてきた味を電子レンジで簡単に作って

みませんか♪









‣紅まどんな

‣せとか

‣カラマンダリン

‣瀬戸内の銀鱗煮干し

‣松山長なす

‣松山一寸そらまめ

‣伊台・五明

こうげんぶどう

‣松山ひじき

‣グニーユーカリ

‣松山アボカド

‣興居島レモン
計11種が認定されています。

（令和7年3月現在）

生産者の商品に対する「想い」が強く込めら

れた高品質で安全・安心な松山産の農林水

産物及び加工品として認定されたもの。い

わば、松山産農林水産物の「トップランナー」。



令和7年3月改訂

松山市保健所 健康づくり推進課
お問い合せ

TEL 089-911-1859 FAX 089-925-0230

食は命の源で、生きていくためには欠かせないものです。しかし、食をめぐる環境は大きく変化しており、地域の伝統的な

食文化の喪失など食に関する課題が山積しています。

そのため、「食に関する適切な判断力を養い、生涯にわたって健康な心身と豊かな人間性を育む」を基本理念とし、食育を

市民運動として推進するための計画です。
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